















「マルチメディア論１」（1 学期）では、これまで c 言語を基にした OpenGL を使って、3 次元コ
ンピューター・グラフィックス（3DCG）の講義を行っている。今年度（2014 年度）では、この授
業で番外編として、JavaScript で記述された HTML5 の WebGL を使って３次元 3DCG を紹介した
ところ、そのスムーズな動きと精巧は描写に学生には驚きをもって迎えられた。現状では Internet 


















面が変形していく Mullins モデルを、JavaScript を使って計算し、HTML5 Canvas を用いて表現す
る計画であった。ところが、フロリダ工科大学の M. E. Gliksman 教授に提案された「Interfacial 






















ただし、A と B は定数である。Mullins は、２次元結晶の反無限界面［0, ∞）を扱った。ここで
は界面は、閉区間［0,L］の領域を取り扱う。また表面拡散モデル（1）式の界面の運動結果のみを
示す。境界条件として x=0 では h_x (0,t)=m,　hxxx (0,t)=0　及び、x=L では
h_x (L,t)=−m, hxxx (L,t)=0 とした。また平坦な形である h(x,0)=0 を初期条件とした。ここで m は正
の定数である。結晶表面の時間変化を JavaScript を使って計算し、HTML5 Canvas を用いて表示
した結果が図 4 である。L=50, m=0.16。外側から内側へ、更に中央部の高さの増加、という形の時
間発展が得られる。後から気づいたが、この結果は、すでに Khenner et al.［5］においてすでに
2001 年に行われていた。今後は、非対称な境界条件の場合などを調べる予定である。
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